
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上板と、底板と、 記載された前板と、裏板と 側板と、右側板の６
面からなり、

前板と裏板が設置形態によって交換可能とした 。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、家庭用の風呂浄化装置等の水機器の筐体構成に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
一般に風呂浄化装置は、図７に示すように底板５４に風呂浄化手段として必要な循環ポン
プ５５、保温ヒーター５６が内蔵された濾過槽５７と、循環回路を切り替えるための三方
弁５８・５９と、殺菌用の紫外線ランプ６０などが装着されている。また、前記底板５４
の下部の接続口から風呂循環用の往き管６１と戻り管６２が浴槽６３に接続され、濾過循
環回路を構成している。また、給湯機６４から導かれた湯７４と給水管６５から導かれた
水は前記底板５４の下部の接続口に接続され湯水混合弁６８を通過し止水電磁弁６９・フ
ロースイッチ７１・風呂サーミスター７２を通り前記風呂循環用の往き管６１に合流し、
浴室内に設けられたリモコン７３の指示信号により給湯機６４からの高温差し湯や足し湯
動作を行う。

10

20

JP 3777671 B2 2006.5.24

少なくとも品名が 、左
前記左側板または右側板には給水・給湯・風呂循環用の配管接続口が設けら

れ、前記 風呂装置



【０００３】
このように構成された風呂浄化装置の筐体構成は図５、図６に示す様に、上板５１と、右
側板と裏板と左側板が曲げ加工され一体に構成された側板５２と、品名及び取扱い記載な
どの表示と電源スイッチの操作フタが装着された前板５３と、給水・給湯・風呂循環等の
配管接続口６６ａ～６６ｅが装着された底板５４から構成されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
上記従来の筐体構成のものは、配管接続口が筐体下部に構成してあるため、筐体下部と地
面までの距離が少なく配管工事がかがみ姿勢となり、工事がやりづらく、結果として漏水
につながることとなる。また配管の曲げ数も多くなり循環ポンプ５５の圧損が増加するこ
とになる。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明は上記課題を解決するもので、筐体の側面に配管接続口を設けるとともに前板と裏
板を交換可能としてあり、配管工事時の作業姿勢が正常な状態で行なえるとともに、設置
形態による配管接続口の左右勝手に対処することができる。
【０００６】
【発明の実施の形態】
　本発明は、上板と、底板と、 記載された前板と、裏板と 側板と、
右側板の６面からなり、

前板と裏板が設置形態によって交換可能としてあり、配管工事が容易
に行え、かつ設置形態によって配管接続口が左右どちら側になっても前板と裏板を交換す
ることで対処できる。
【０００７】
以下、本発明の一実施例について図１～図４で述べる。
（実施例）
この風呂浄化装置の筐体は６面からなり、側板１には給水接続口２と給湯接続口３と風呂
循環の往き接続口４と戻り接続口５と排水接続口６等が設けられるとともに、操作フタ７
が設けられている。
【０００８】
上記側板１と側板８は底板９と複数のビスで固定されるとともに、上部は電装板１０とも
複数のビスで固定され剛性を保っている。また、上板１１は上部から側板１、８と複数の
ビスで固定されている。さらに前板１２と裏板１３は上板５の上部に嵌合し、側板１、８
と底板９と複数のビスで着脱自在に固定されている。そして、前板１２と裏板１３は同形
状に加工されており、取り替え交換が可能な形状となっている。
【０００９】
従って、製品を１８０°回転させた（配管接続口が左側から右側となる）状態で、前板１
２と裏板１３を取り替えることにより現場で容易に配管の左右勝手に対する対処が可能と
なる。そして配管工事は接続口２～６が側板にあるので側方から正常な状態で行なうこと
ができる。
【００１０】
なお筐体内のシステム構成は従来例と同様であって底板９には従来例で記載した部品が装
着固定されており、説明は省略する。
【００１１】
また上記実施例では風呂浄化装置で説明したが、給湯機等であってもよいものである。
【００１２】
【発明の効果】
以上の実施例の説明で明らかのように、本発明によれば配管接続口を側板面に設けること
により配管工事が容易となり施工性の向上につながる。
【００１３】
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また、前板と裏板の形状を同一にして、取り替え交換可能とすることで、施工上の制約条
件である配管接続口の左右勝手に対する対応が現場で容易に行える。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の風呂浄化装置等の水機器の実施例を示す外観図
【図２】同側面図
【図３】同内部構成を示す正面図
【図４】同内部構成を示す側面図
【図５】従来の風呂浄化装置を示す外観図
【図６】同下側から見た斜視図
【図７】同風呂浄化装置のシステム構成図
【符号の説明】
１、８　側板
２、３、４、５、６　接続口
９　底板
１１　上板
１２　前板
１３　裏板
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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